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第２章 緑の現況と課題  
 

１，奄美市の概況  
 

1）自然的特性  
① 地勢  

本市 は、鹿 児島 県本 土 から 南西 に 約 380 ㎞ 下 った 海上 に ある 奄美 大 島本 島

の北 部に 有 り、 北は 東 シナ 海、 南 は太 平洋 に 面し てい ま す。 飛び 地 合併 によ

り市 の北 部 約５ 分の １ が切 り離 さ れて 存在す る形 態と な って いま す 。  
飛び 地の 北 部は 山の 少 ない なだ らかな 地形 で 、美 しい 海 岸線 を有 し てい ま

す。 南部 は 大半 を山 岳 部で 占め ら れて おり 、 学術 的に も 貴重 な動 植 物が 生息

して いま す 。  
市内 最高 蜂 は金 川岳（ 528ｍ）で、主 な河 川は 住 用川（ 16.5 ㎞ ）、役勝 川（ 14.5

㎞） など で す。  
 

空から見た奄美市  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笠 利 地 区  
な だ ら か な 地 形 で 農 地

が 多 い 。 美 し い 海 岸 線

が あ り 、 砂 浜 や 亜 熱 帯

性 の 海 浜 植 生 が 発 達 し

て い ま す 。

住 用 地 区  
大 半 を 山 岳 部 で 占 め ら れ て お り 、

住 用 川 上 流 域 の 森 林 植 生 や 河 口

部 の マ ン グ ロ ー ブ は 、学 術 的 に も

貴 重 な 動 植 物 が 生 息 し て い ま す 。

名 瀬 地 区  
南 北 に 長 く 市 街 地 を 形 成 し て

お り 、 北 は 東 シ ナ 海 に 面 し 、

南 は 200 ～ 300 ｍ 級 の 山 地 森

林 に 囲 ま れ て い ま す 。  

市 街 地 ・ 集 落 共 に 海 に 面 し て 中 小 河 川 沿

い に 立 地 し 、 背 後 に 連 な る 山 地 の 身 近 な

自 然 に 囲 ま れ 、 海 か ら の 風 を 感 じ る 地 形

特 性 で す 。  
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② 気候  
奄美 市を 含 む奄 美群 島 の気 候は 、 亜熱帯海 洋 性で 温暖 多 雨で あり ま す。 名

瀬の 気象 状 況の 平均 値（平 成 10 年～ 平 成 20 年）で見 ると 、気 温は 年平 均が

21.9℃で、 鹿 児島 に比 べ 約 3.6℃高 く年 変動 が小 さく な って いま す 。  
降水 量は 年 平均 が 2950.1 ㎜で 、冬 期間で も 月降 水量 が 150 ㎜を 超 え、 日

本で も有 数 の多 雨地 帯 とな って い ます 。  
梅雨 は本 土 より も１ ケ 月早 く５ 月 上旬 に始 ま り、 ６月 下 旬に 終わ り ます 。

台 風 は 主 に ６ 月 か ら １ ０ 月 に か け て 来 襲 し 、 季 節 風 は 夏 と 冬 に 顕 著 に 現 れ 、

夏は 南東 か ら南 、冬 は 北西 から 北 の風 となり ます 。   
また 、近 年 は一 年を 通 して 温暖 で ある 気候 を 活用 した ス ポー ツ合 宿 が増 え

てい ます 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                ※ 快 晴 ････ 一 般 に は 、 空 に 雲 が ほ と ん ど な い 状 態 を い う  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気 象 状 況 （ 平 成 10 年 ～ 平 成 20 年 ）  
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③ 自然 特性（植生など）  
北部 の笠 利 は低 平で す が、 中南 部 の名 瀬・ 住 用は 山地 地 形で 市街 地 や集 落

の周 り に 200～ 400ｍ を超 える 山 地帯 があり ます 。   
山地 部の 代 表的 な植 生 はス ダジ イ を主とす る 亜熱 帯性 の 常緑 広葉 樹 林で す 。  

森林 の伐 採 によ り原 生 的な 自然 植 生が 残っ て いる のは 、 金作 原、 住 用川 上流

域の 神屋 一 体、 川内 川 上流 域だ け にな って い て、 ヒカ ゲ ヘゴ の群 生 やシ イ・

カシ 類に よ る亜 熱帯 性 照葉 樹林 が 見ら れ、 貴 重な 生物 相 の生 息地 で もあ りま

す 。 そ の 他 は ス ダ ジ イ 林 や リ ュ ウ キ ュ ウ マ ツ 群 落 の 二 次 林 と な っ て い ま す 。  
河口 の泥 湿 地の 汽水 域 には 、メ ヒ ルギやオ ヒ ルギ から 成 るマ ング ロ ーブ 林

が各 所に 見 られ 、特 に 西仲 間に は 広大 な群 落 が発 達し て いま す。  
沿岸 の風 衝 地は 硬葉 性 低木 林や ソ テツ 群落 な どの 自然 植 生が 発達 し てい ま

す。 砂丘 地 はア ダン 群 落、 その 背 後に オオハ マボ ウ群 落 、モ クマ オ ウ林 など

があ りま す 。特 に北 部 の海 岸線 沿 いは 、亜 熱 帯性 の海 浜 植生 が発 達 して いま

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奄 美 市 の 自 然 特 性 図  

15～ 27 は 、（ 財 ） 鹿 児 島 県 公 害 防 止 協 会 発 行

「 鹿 児 島 の す ぐ れ た 自 然 」 か ら 抜 粋  
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④ 国定 公園  
奄美 市内 の 国定 公園 に は、 笠利 半 島東海岸 や 名瀬 小宿 先 海域 の普 通 地域 と

海中 公園 地 区の 他 、そ の陸 域に 第 2 種 ～第 3 種の 特別 地 域が あり ま す。ま た、

特別 保護 地 区と して 西 仲間 のマ ン グロ ーブ が あり ます 。   
世界 自然 遺 産登 録に 向 け、 現在 の 国定公園 に 加え 内陸 部 も含 めた 国 立公 園

化へ の取 り 組み が検 討 され てい ま す。  
 
 
 
 

 
出典 ）奄 美 群島 広域 事 務組 合資 料  
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2）社会的特性  
① 人口  

本市 の人 口 は、 県 内 8 位で 群島 内 の 約 4 割 を 占め てい ま す。 平 成 21 年 現

在の 世帯 数 ・人 口は 次 のと おり で す。  
 

人口  
区 分  世帯 数  

総数  男  女  
市全 体  23,571 47,473 22,212 25,261
名瀬 地区  19,638 39,238 18,298 20,940
都市 計画 区 域内  （ 17,955）  （ 36,101） （ 16,847） （ 19,254）

住用 地区  838 1,608 780 888
笠利 地区  3,095 6,567 3,134 3,433

 
人口 の経 年 的推 移は 、 昭和 60 年 を境に減 少 に転 じて お りま すが 、 奄美 市

総合 計画 に おい ては 平 成 32 年 の人 口（常 住 人口 ＋活 動 人口 ）は 50,000 人

を目 標と し てお りま す 。  

都市 計画 区 域内 の構 造 では 、Ｄ Ｉ Ｄ地 区（ 人 口集 中地 区 ）は 市街 地 地区 の

みで すが 減 少傾 向に あ りま す。 一 方、 上方・ 下方 地区 は 区画 整理 や 公営 住宅

の整 備に よ り増 加の 傾 向に あり ま す。   
本市 人口 の 構造 は、 若 年層 の転 出 による人 口 減少 、高 齢 化な ど他 、 中心 市

街地 内の 空 洞化 も見 ら れま す。  
 

名瀬 地区 世 帯数 ・  
人口 の推 移  

 
 
 
 
 
 
 
 
    名 瀬地 区別 人 口の  

推移  
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ＤＩ Ｄ地 域 （ 2.68 ㎞ 2）の 推移 は 、次のと お りで す。  
 

年次  人口  人口密度  
平 成 12 年  23,879 8910.1 
平 成 17 年  22,079 8238.4 
平 成 21 年  20,944 7814.9 

 
ＤＩ Ｄ区 域 （人 口集 中 地区 ）は 、 原則とし て 人口 密度 が １㎞ 2 当 り 4,000

人以 上の 区 域が 隣接 し 、 5,000 人以 上 を有 す る区 域の こ とで あり ま す。  
本市 では 、 全人 口 の 44％ が市 街地 のＤＩ Ｄ 区域 に居 住 して いま す 。ま た 、

本市 のＤ Ｉ Ｄ区 域人 口 密度 は、 県 内の 平均値 5344.1 を大 きく 上 回 り、 最も

高い 数値 で す。 災害 時 の危 険性 の 高い 区域で もあ りま す 。  
 
 

図 都市 計 画区 域及 び ＤＩＤ区 域 の範 囲  
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②産 業の 動 向  
名瀬 地区 の 平 成 17 年 の産 業別 の 構成比は 、第３ 次産 業（ 76.8％ ）、第２ 次

産業 （ 18.3％ ）、 第 １次 産業 （ 4.9％） の順 と な って いま す 。   
        経 年 的な 推移 で は、 第２ 次 産業 の減 少傾向 が著 し くな って い ます 。一 方 で    

第３ 次産 業 は増 加傾 向 にあ り、 こ れは 平 成 18 年 度 の産 業別 総 生産 額に も顕  
著に 表れ て いま す。   

      第 二次 産 業の 減少 は 、大 島紬 関 連や 公共事 業の 低迷 に よる もの と 思わ れま  
す。 第３ 次 産業 を担 う 観光 関連 の サービス 業 にお いて は 、交 通基 盤 整備 の充  
実に 加え 、 本市 の潜 在 的な 自然 的 資源 を活 用 した 「緑 」 によ る景 観 形成 等が

望ま れま す 。  
 

表 産業 別 構成 比の 推 移  

産業 別就 業 者数 （ 15 歳 以上 ）        

平 成 2 年  平 成 7 年  平 成 12 年  平 成 17 年  
産業 分類  

就業 者数  構成 比  就業 者数 構成比 就業 者数 構成 比 就業 者数  構成 比

総数  23,478 100 23,208 100 22,086 100 21,691 100 

第 1 次 産 業  1,567 6.7 1,491 6.4 1,062 4.8 1,056 4.9

第 2 次 産 業  7,196 30.6 5,968 25.7 4,904 22.2 3,968 18.3

第 3 次 産 業  14,707 62.7 15,737 67.9 16,103 73 16,655 76.8

その 他  8 0 12 0.1 17 0.1 12 0.1
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③名瀬市 街地の変遷  
奄美 大島 に おけ る集 落 構成 は、 古 くから背 後 の杜 を聖 林 とし て崇 め 、神 の

道・ 神の 川 を通 じ、 海 の彼 方の 信 仰の 地（ ネ リア ）か ら 神を 迎い 入 れる とい

う「 島建 て 村立 て」 の 村落 構造 を 形成 してき まし た。 名 瀬市 街地 も 名瀬 湾・

名瀬 港を 基 軸に この よ うな 伝統 の もと に島 建 ての まち づ くり を推 進 し、 群島

の中 核都 市 を形 成し て きま した 。 その 変遷を 写真 画像 で 示し ます 。  
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和 27 年日 本 復
帰 前 の 名 瀬 市 街
と名 瀬港  

昭 和 40 年代 の
名瀬 市街 と 名瀬 港  

現在 の名 瀬 港  
現在 の大 熊 漁港

現在 の名 瀬 港と
周辺 市街 地  
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3）上位計画・ 関連計画の確認  
本 計 画 に 関 係 す る 上 位 計 画 ・ 関 連 計 画 を確 認 し 、 そ の 内 容 を 次 に 示 し ま す 。 

 
奄美 地域 将 来ビ ジョ ン （鹿 児島 県 大島 支庁 ）平 成 22 年～  
基本 理念 ・ 方針  人と 自然 が 共生 する 癒 し・ 活力 ・ 結い の島 づ くり  
取組 みの 方 向性  ①安 心・ 安 全で 活力 の ある 生活 空 間づ くり  

・ 地 理 的 条 件 に 対 応 し た 災 害に 強 い 地 域 づ く り  
・ 奄 美 ら し さ を 活 か し た 景 観づ く り と 活 力 空 間 の 形 成  
②地 域資 源 を活 用し た 産業の振 興  
・ 亜 熱 帯 性 の 気 候 と 水 を 活か し た 生 産 性 の 高 い 奄 美 農 業 の 展 開  
・豊 か な 森 林 資 源 と 新 た な漁 場 開 発 等 よ る 持 続 可 能 な 林 業・水 産 業

の 振 興  
③奄 美群 島 の特 色を 生 かした観 光 の振 興  
・ 癒 し あ ふ れ る 観 光 の 振 興  
・ 日 本 一 の お も て な し の 島  奄 美 づ く り  
・ 観 光 資 源 の 結 集 と 戦 略 Ｐ Ｒ  
④人 と自 然 が共 生す る 地域環境 づ くり  
・ 世 界 自 然 遺 産 登 録 に 向 け た取 組 み  
・ 自 然 と の 共 生 に よ る 地 域の 活 性 化 と 人 材 育 成  
・ 自 然 と 環 境 を 重 視 し た 島づ く り  
⑤地 域文 化 ・歴 史の 保 存・ 伝承 と 地域 に根 ざ した 人材 育 成  
・ 伝 統 的 な 文 化 ・ 歴 史 の 保 存・ 伝 承  
・ 地 域 に 根 ざ し た 人 材 育 成  
⑥群 島内 外 の交 流ネ ットワ ーク の 形成  
 

 
奄美 群島 振 興開 発計 画  （ 鹿児 島 県） 平 成 21 年 度 ～ 25 年度  
基本 理念 ・ 目標  「 人 と 自 然 が 織 り な す 癒し の 島 ・ 奄 美 の 創 造 」 に よ る 奄 美 群

島の 自立 的 発展 と豊 か な住 民生 活 を実 現す る 。  
振興 開発 の 方向  ①地 域の 特 性を 生か した産 業の 展 開  

②豊 かな 自 然と 個性 的 な文 化を 生 かし た観 光 の展 開  
③ 世 界 自 然 遺 産 登 録 を 視 野に 入 れ た 人 と 自 然 が 共 生 す る 地 域

づく り  
④や すら ぎ とう るお い のあ る生 活 空間 づく り  
⑤群 島内 外 との 交流 ネ ット ワー ク の形 成  

奄美 大島 の 方策  ・ス ポー ツ 合宿 の誘 致促進 を図 る ため 、ス ポ ーツ 施設 の 整備・
充実 を促 進 する 。  
・ 名 瀬 港 本 港 区 に つ い て は、 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 再 開 発 に よ
る都 市機 能 の向 上を 図 る。  

 
奄美 市総 合 計画  平 成 23 年 ～  
基本 理念  ①健 康で 長 寿を 謳歌 す るま ちづ く り  

②観 光立 島 を目 指し た 多様な産 業 連携 のま ち づく り  
③自 然に 囲 まれ た快 適 なくらし の まち づく り  
④地 域の 中 で教 え、 学 ぶ教 育・ 文 化の まち づ くり  
⑤魅 力あ る 地域 づく り にむけて  

将来 像  自然 ・ひ と ・文 化が 共 につくる き ょら の郷 (シ マ ) 
～太 陽（テ ィ ダ）の 恵 みのもと で 、ゆっ たり とく らす 人 々が 、
自然 の声 を 伝え てい く まち ～  
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２．緑地の現況  
 

1）緑の分布状 況  
本市 は、 総 面 積 30,652ha の内 市街 地や 住 宅 地周 りを 農 地、 山地 森 林に 囲

まれ てお り、名 瀬地 区 の緑 の比 率 は 約 8 割 、住用 地区・笠 利 地区 に おい ては 、

約 9.5 割 と緑 被 率が 高 く、 全体 と して は自 然 性が 高い 地 域で す。  
原生 的な 自 然植 生は 、 市域 南部 の 中央山地 帯 の国 有林 に 分布 する 他 、沿 岸

部に 風衝 性 の低 木林 や ソテ ツ群 生 が分 布し て いま す。 そ れ以 外は 伐 採跡 地が

遷移 した 二 次林 とな っ てい ます 。  
 
 
               図  緑の 分 布図  

 

 
 


